
様　式　イ

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

■市民との連携、市民参加
教育委員会のホームページにおいて、学校研究委託事業の研究集録を公開している。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

90% 100% 100%中学校における職場体験の実施校率 51% 68.4% 75%

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
○札幌市教育研究推進事業
 　・年２回の研究集会の実施
 　・研究成果報告書の作成・配布
○学校研究委託事業
　・研究モデル校：１０課題２１校
　・研究校：２１課題２８校
　・研究ベース校：４課題４校で実施

○札幌市教育研究推進事業
　・年２回の研究集会の実施
　・研究成果報告書の作成・配布
○学校研究委託事業
　・研究モデル校：１０課題２１校
　・研究校：１７課題２４校
　・研究ベース校：７課題７校で実施

担当 教育委員会学校教育部教育推進課指導担当　和田　℡ 211-3861

全　　体　　計　　画
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○体験活動の充実
・各学校において、子どもたちに豊かな人間性や社会性などを
はぐくむために、成長段階に応じて、ボランティア活動、自然
体験、社会体験、職場体験、文化体験学習等の体験活動の
充実を図る。
○札幌市教育研究推進事業
  ・校長・教頭を含む全市小・中・特別支援学校の教職員が、
教育委員会から示された研究項目を選択して授業研究をはじ
めとする校内研究を基盤とした実践研究を進める。年２回の研
究集会を開催するほか，研究成果を研究成果報告書により還
元する等により，教職員の資質向上を図り、子どもたちが生き
生きと学ぶことができるよう指導の一層の改善に努める。
○学校研究委託事業
　・学ぶ力の育成をはじめとする学校教育の重点にかかわる課
題についての研究を、教育委員会が委託した学校において進
め、その成果を普及・啓発することにより、本市の学校教育の
充実を図る。
　

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
○体験活動の充実（平成１９年度～平成２２年度）
・特に中学校においては、職場体験を推進するよう各学校に
指導する。
○札幌市教育研究推進事業（平成１９年度～平成２２年度）
・札幌市教育研究推進事業において、年２回の研究集会を開
催し、公開授業など、各学校の実践の交流を行う。
・平成21年度・22年度については、新学習指導要領を見据え
た研究実践を行う。
○学校研究委託事業
・平成19年度：３５研究課題に対して、５３校に実践研究を委託
する。
・平成20年度：３４研究課題に対して、５２校に実践研究を委託
する。
・平成21、22年度：研究課題や学校研究委託事業の在り方に
ついても検討を進める。

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-2-1 事業名 生きいきと学ぶ力の育成事業
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事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 22年度 計

・中学校においては、職場体験を実施する学校が増え、体験活
動の充実につながった。
・札幌市教育研究推進事業において、札幌市内の教職員が、学
校教育の重点等を踏まえた研究活動を日常的に行うとともに、よ
り創意工夫した授業実践を中心とした実践研究が推進され、教
職員の資質の向上に努めた。
・学校研究委託事業で委託を受けた学校は、「札幌市学校教育
の重点」や「札幌市教育推進計画」等の学校教育推進上の諸課
題について、様々な実践的研究に取り組み、その成果を年度末
に発表することなどにより、各学校の教育推進につながり、本市
の学校教育の充実と発展に寄与できた。

・職場体験を推進するに当って、地域によっては事業所がほとん
どなく、職場体験の実施が困難な学校がある。
・札幌市教育研究推進事業において、新学習指導要領を見据え
た、新たな研究課題や研究の方向性を探るとともに、子どもたち
一人一人の学びを豊かにする日常実践を積み上げる必要があ
る。
・学校研究委託事業では、学ぶ力の育成をはじめとする学校教
育の重点にかかわる課題の設定と、学校研究をリードする事業の
工夫・改善を図る必要がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
・札幌市教育研究推進事業において、研究推進体制の充実を図るとともに、研究内容・方法の普段の工夫・改善を図っていく。
・ 学ぶ力の育成等の研究課題の精選を含め、学校研究委託事業の構造について抜本的な検討・改善を図っていく。

事業名 生きいきと学ぶ力の育成事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-2-1

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その ２ ） （単位：千円）


